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もてなしの心について 

 今年も大濠公園の日本庭園で催される秋季茶会の季節が巡ってきました。茶室を渡る

風が心地よい季節です。 

 来年春の利休忌では、薄茶席の点前を務めるよう師匠から言われているので、客とし

て茶席に入っていても、ついつい亭主側の目線で茶席を見るようになります。 

 

 日本庭園での点前は５年ぶりで、年季を重ねた分、以前とは違う心構えで臨もうと思

います。思い返せば、５年前は大過なく、できれば見栄えよく点前ができればよいと、

その一心で務めたものでした。 

 しかし、これ見よがしのきれいな点前を目指すのだとすると、そこからは「おもね

る」姿が表に出てしまいます。茶道で目指すべきは「もてなし」であって、おもねるこ

とではありません。そして、練達の茶人にとって両者の違いは一目瞭然なのです。 

 そうやって考えると、もてなす気持ちで点前に臨むことは、言葉で表現するより、ず

っと難しいことなのだと改めて思います。 

 

 

 そんなことを考えながら、久しぶりに西鉄バスに乗って帰路に着くと、車内に明るい

アナウンスが響き渡りました。 

「金木犀の香りが、鈴虫の音色をともなって秋を運んでまいりました。今度のお休み

には小さい秋を探しにお出かけになってはいかがでしょうか」 

伝説の運転士、鈴木崇弘さんのアナウンスのことは、家族や知人から聞いていてずっと

乗り合わせてみたいと思っていました。ついに念願がかなったというわけです。鈴木さん

のアナウンスの名調子は、福岡市内ではつとに知られていて、その様子がいくつも収録さ

れています。 

 

 去年の 11 月、世紀の天体ショーと言われた日には、こんなアナウンスが流れたそうで

す。 

「今夜は皆既月食と天王星食が、実に 442 年ぶりに起こるそうです。忙しい毎日の中、

たまには夜空を眺めて、ゆっくりとした時間をお過ごしになってはいかがでしょうか」 

その夜、月食がバスの前方に見え始めると、絶妙のタイミングで月食の実況中継が始ま

ったそうです。 

 

■ 伝説の運転士に遭遇する 
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「お客さまにお知らせします。本日は皆既月食と天王星食が同時に起こる珍しい日です。 

 前方のお月さま、もう欠け始めていますね。ぜひ、窓からご覧ください」 

   

 理系の大学を卒業後、一年間ワーキングホリデーで過ごしたオーストラリアで、廃車の

バスをリノベーションした部屋に寝泊まりしたことから、鈴木さんはバスとの因縁を感じ

ていたと取材で語っていました。 

 西鉄バスに就職して、研修センターの講師から「お客さまを感動させる運転士を目指し

てください」と言われたことが心に残り、思い切って「元気で行ってらっしゃいませ」の

一言をかけたことが、鈴木さんが伝説の運転士に踏み出す第一歩だったのだそうです。 

 まさに「もてなし」への勇気の一歩です。 

 

 今年は残念なことばかりのソフトバンクホークスでしたが、このチームが無敵を誇って

いた頃の逸話も振るっています。ホークスが優勝を決め、試合が終わったあとの臨時便に

乗車していた鈴木さんは、こうアナウンスしたのだそうです。 

 

 「みなさん、今日は寒いので川には飛び込まず、帰宅されたらそのままお風呂に飛び込 

 んでください」 

車内はドッと沸き返り、降車するお客さんは「運転手さん最高」「楽しかったよ」と、

鈴木さんを口々に褒めたたえたのだそうです。 

 

 

 利休忌の点前を担当することになり、「もてなし」についてあれこれまとまらぬ考えを引

きずっていたところに、本当に偶然に西鉄バスの鈴木さんのアナウンスに出会いました。そ

こには「おもねる」こととも無縁な、清々しさがありました。 

 

 鈴木さんの取材記事のなかで印象に残ったのが、乗客が降車するときに、マイクをオフに

して、全員に声をかけているということです。 

 「この先もお気をつけて」「お風邪など召しませんように」 

 これはアナウンスのパフォーマンスで話題になってやろうという、下心からはとてもで

きないことです。 

 鈴木さんの「もてなし」は、一歩を踏み出す勇気から生まれたのだと思います。そして、

何よりも大切で得難いことだと思うのは、その気持ちを持続させると素直さと心の強さで

はないでしょうか。 

                              （所長 瀬戸 英晴） 

■ 再び「もてなし」について 


